
愛鷹地区の皆様

平成27年12月4日

愛鷹地区連合自治会

愛鷹地区コミュニティ

会長　小野　郁文

計等士人、鵬伐材って知ってい手すか7

森林をそのままにしておくと、太陳の光が入らなくなり、ひ弱な木になってしまいます。将来、立

派な丸太（原木）となるためには、混んでいる木々の一部を計画的に伐採（切る）ことが必要です。

そのことを「間伐」といい、そのときに伐採された木材のことを「間伐材」といいます。

間伐の大切±

間伐をしないで放量すると、木が多すぎて十分に保水できずに森林としての力が弱まってしま

います。その結果、下流の集落に、鉄砲水などの被害をもたらすこともあります。また、地表に日

光が当たらず、草や低木が育たずに、山全体が崩壊してしまうことにもつながるおそれがありま

す。

冊伐材でつくろう

愛鷹山に、愛鷹財産区（学校林）というヒノキ林があります。そこを間

伐して、森林をよりよくします。その間伐材を使って、置物や小物をつくり

ます。

家族での参加も、子どもだけの参加もできます。多くの皆さんの参加

をお待ちしています。

期　日　I月3IB（8）9：00～T5：0 �0ころ 

疇　所　　愛鷹地区センター（再買特別旧館） �お昼は、トン汁やおに 
ぎりを用意します。 

参加貫　　500円（材料費、昼食代を含む） � 

腑峯等　作業ので壷魯鰍装　持ち鞠鯵特にあl �I手せん。 

参加費鯵当日訊持ちくだ±い。 � 

★愛鷹小・愛鹿中の子どもたちには、参加申込用紙を配布してあります。

★問い合わせ・申込先　大嶋繁幸　電話966－4285


